
土壌の秘類ＣＥＣ

第Ⅳ章牛ふん炭及び除塩牛ふん炭のリン酸資材代替性と渥度障害に対する影響

ら，両成分の脊薄な土壌を用いてコマツナの要素欠乏試

験を行った．次に，特定した肥効成分の持続性を把握す

る目的で,コマツナを指標作物とした４連作栽培を行い，

初作に一回施用した牛ふん炭の肥効の経時的な変化を調

査した.さらに，第Ⅲ章で問題となった牛ふん炭の多量

施用時における塩類典積を改善するため，牛ふん炭を予

め水洗処理した除塩牛ふん炭（以下，除塩炭）を作成し，

その肥効特性と濃度障害についても併せて検討した．

第１節緒首

牛ふん炭を農地に多量に施用すると，含有される炭成

分の影響が起こると考えられる．各種の炭資材では，化

合物に対する吸務，土壌の物理性及び微生物相に及ぼす

影響，作物生育の促進など幅広い効果が溜められており

（西尾，１９８７；今野・西川，１９９３；森，２００１；磯部ら，

2002)，牛ふん炭でも同様な効果が期待できる．しかし，

牛ふん炭の炭資材としての効果は，炭素含丘の高い木炭

資材などに比べると．全炭素含斌が３０％前後と少ない

ため，比較的小さいものと考えられる．一方，牛ふん炭

中の肥料成分に関しては，炭化物資材の中では含母が著

しく多いことから，これらの成分の肥効が期待される．

牛ふん炭中の窒素の肥効は極めて低いと考えられるが

（牧ら，2009)，主要成分であるリン酸とカリには，第

Ⅱ章の試験で示したように，速効性肥料と同等の肥効が

露められている．両成分は，ともに水溶性と水不溶ク溶

性の画分から構成され，特にリン酸成分では後者の割合

が９０％程度と多くなっている．このため，牛ふん炭を

農地に多逓施用した場合には，ク溶性のリン酸資材のよ

うな緩効性のリン酸肥効が発現することが予測される．

しかし，第Ⅲ章の牛ふん炭の多丑施用拭験では，副吹成

分の塩素がコマツナに濃度障害を発生させ，また，コマ

ツナの栽培期間も短かったことから，牛ふん炭のリン酸

資材的な綬効性の肥効を確認することができなかった．

また，多逓施用後の土壌に潅水除塩を行っても，牛ふん

炭中の塩類の影響が完全には除けない問題点が認められ

た．さらに，根本的な問題として，牛ふん炭中のリン酸

とカリのどちらが主体にコマツナに対して肥効を発現さ

せたかに関しては，前章までの試験系ではリン酸及びカ

リが比較的多い一般的な野菜畑の土壌を用いたため，明

らかとなっていない．

そこで，本章では，初めに，牛ふん炭のリン酸及びカ

リのコマツナに対する肥効寄与率を明らかにする目的か

第4-1表供試土壌の化学性（試験１及び試験２）

第２節材料および方法

１．コマツナの要素欠乏賦験による牛ふん炭の肥効成

分の特定（賦験１）

供試土壊は２種類の土壌とした．表層腐植質黒ボク土

（米神統，以下黒ボク土）は千葉市緑区の農業総合研究

センター内で４年間耕作をしていない露地畑の作土，砂

質土は茨城県鹿島市にある未耕地の海成砂質土を水洗い

したものを用いた．土壊の化学性は第４．１表に示したと

おりである.黒ボク土では水溶性ﾘﾝ酸0.1ｍｇｋｇｌ,ト

ルオーグリン酸８ｍｇｋｇｌ，水溶性カリ１２ｍｇｋｇ１，交換

性カリ２３６，９ｋｇ'であった．砂質士では水溶性リン酸

0.4ｍｇｋｇｌ，トルオーグリン酸４９，９ｋｇ｡'，水溶性カリ

6ｍｇｋｇｌ，交換性カリ３５ｍｇｋｇｎであった．

拭験１の要素欠乏試験区の構成は第４．２表に示したと

おりである．リン酸を無施用とし，塩化カリウムでカリ

成分を300ｋｇｈａ.'と900ｋｇｈａ.’相当を施用した２区，カ

リを無施用とし，過リン酸石灰でリン酸を150ｋｇｈＨ１と

450ｋｇｈａ.'相当を施用した２区，及びリン酸とカリを

450ｋｇｈａ､Iと900ｋｇｈａ･'相当を施用した両成分多量区の

合計５区とした．試験区は１区４ポットの反復とした．

土壌のポット充填及び肥料などとの混合は，前章までの

方法と同様に行った．コマツナの栽培についても，第Ⅱ

章の炭化温度の異なる牛ふん炭の試験時と同様の方法で

行った．播種は２００６年１月２６日，収穣は３月１６日と

した．
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